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⽇本のアニミズムとプラスチック 
  
造のためにプラスチックに依存しています。そして、私たちはその結果を考えることなく、 私たちはプラスチ
ックに囲まれて暮らしている。  
⾷べ物や⽔、服や⾞、家具やおもちゃの中にも⼊っています。私たちは、包装、輸送、製プラスチックを捨てて
います。しかし、もし私たちがプラスチックについてもっと考え始めたらどうでしょう?  
プラスチックと共存し、プラスチックを尊重するとしたらどうでしょう。  
プラスチックのゴミはどこにでもあるプラスチックについて考えるとき、ほとんどの⼈はそれが引き起こす汚染
について考えるでしょう。  
⼩さなマイクロプラスチックは⽬に⾒えない形で世界に浸透していますが、⼤きな破⽚はかつて⾃然のままだっ
た浜辺を汚し、ウミがメのような海の象徴的な動物を殺し、観光や漁業などの重要な⽣態系サービスを損ない、
海洋経済全体に毎年約 80 億ドルの影響を及ぼしているのです。陸上では、プラスチック粒⼦は⼟壌を汚染し、
⾷物連鎖に潜り込み、有毒化学物質を地下⽔に浸出させます。プラスチックは環境中に永続的に存在し、それ⾃  
体で分解されることはありません。  
プラスチックが地球に与える悪影響について、製造者、使⽤者、あるいは消費者のせいにするのは簡単です。  
プラスチックはスピリチュアルな物質でもある  
しかし、プラスチックはスピリチュアルな素材でもあると⾔ったらどうでしょう? 
アニミズムとは、⾃然界に存在するすべての物には霊的な⽣命が宿っていると考えることです。  
アニミズムとは、⾃然物や⾃然現象、さらには宇宙にも霊的な⽣命が宿っていると強く信じることです。 
アニミズムでは、これらの霊は⼈間に影響を与えるとされている。  
アニミズムは、近年の⽇本史の中にも⾒ることができる。古事記や万葉集(8 世紀)には、太陽神、⽉神、⼭神、
海神が存在したと書かれている。例えば、⼭は⽣きていると考える  
⽂化もあれば、川には精霊がいると考える⽂化もある。  
 
⼈命救助に貢献したプラスチック  
プラスチックは、医療機器、使い捨て注射器、⼈⼯臓器、抗マラリア蚊帳などの⽣産を通じて、⼈命救助に役⽴
っています。  
プラスチックは⼈命を救うとともに、優れたパッケージングによって⾷品関連のバクテリアに対処することを可
能にし、現代社会がこれらなしに機能しないことを難しくしているのです。 
ソーラーパネルや⾵⼒発電機には、耐久性が⾼く、安価なプラスチック部品がよく使われています。 
コンピュータやスマートフォンなどの電⼦機器も、何らかの形でこの素材に依存しています。  
プラスチックの起源は⽣き物す。  
プラスチックは、原油などの天然素材から、重合や重縮合という過程を経て作られる。原 
油は動物プランクトンの副産物です。つまり、プラスチックは⽣き物からできているので、ぺット⽤のプラスチ
ック⾷器、⽝のプラスチック⾻、プラスチック噴⽔、プラスチック玩具、プラスチックラップ、プラスチック包
装など、あらゆるプラスチックが、動物の副産物から作られているかもしれないのです。  
新しいリサイクルの仕組みを提案しているのが、⽇本のリサイクル企業、MSC 株式会社です。 
この会社の社⻑である⻨⾕貴司は、「敵か味⽅かという⼆項対⽴の議論ではありません。プラスチックをどう使
うかが重要なのです。 
神様もプラスチックの中にいる。それはアニミズムだ。プラスチックを敵に回すか味⽅にするかは我々次第です。  
 
 


